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就任のごあいさつ

副議長
や お よし ゆき

八尾 善之
議長
ふじ た ゆき ひさ

藤田 幸久
４
月
に
行
わ
れ
た
統
一
地

方
選
挙
後
初
め
て
の
議
会
と

な
る
令
和
５
年
５
月
開
会
議

会
は
、
５
月
１９
日
か
ら
２３
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１９
日
の
本
会
議
で
は
、
年

長
の
妹
尾
正
信
議
員
（
大
阪

維
新
の
会
枚
方
市
議
会
議
員

団
）
が
臨
時
議
長
と
な
り
、

ま
ず
、
藤
田
幸
久
議
員
（
公

明
党
議
員
団
）
を
指
名
推
選

に
よ
り
第
７２
代
議
長
に
選
出

し
ま
し
た
。

次
に
、
新
議
長
の
下
、
令

和
５
年
の
通
年
議
会
の
会
期

を
同
日
か
ら
翌
年
４
月
３０
日

ま
で
の
３
４
８
日
間
と
決
定

し
、そ
の
後
、八
尾
善
之
議
員

（
連
合
市
民
の
会
）
を
指
名

推
選
に
よ
り
第
７５
代
副
議
長

に
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
日
間
の
休
会
を

挟
み
、
２３
日
の
本
会
議
で
は
、

ま
ず
、
議
会
運
営
委
員
、
各

常
任
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

次
に
、
議
員
か
ら
選
ぶ
監

査
委
員
２
名
の
選
任
に
同
意

し
、
続
い
て
一
部
事
務
組
合

議
会
へ
の
派
遣
議
員
の
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
専
決
事
項
の
報

告
２
件
を
聴
取
し
た
後
、「
令

和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）」等
を
可
決
し
、

開
会
議
会
の
全
日
程
を
終
え

ま
し
た
（
補
正
予
算
に
係
る

質
疑
は
２
面
に
掲
載
）
。

令
和
５
年
５
月
開
会
議
会
は
、
５
月
１９
日
に
始
ま
り
、
同
日
、
議
長
と
副
議
長
を
選
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
２３
日
に
は
、
議
員
か
ら
選
ぶ
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
、
そ
の
他
の
議

会
役
員
の
選
出
を
行
っ
た
後
、
「
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
」
な
ど
を

可
決
し
、
全
て
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
５
年
６
月
定
例
月
議
会
は
、
６
月
１５
日
に
始
ま
り
ま
し
た
（
開
催
期
間
は
２９

日
ま
で
。
詳
細
は
８
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

市民の安全、安心を守るため、
議決機関として機動的な対応に努めます

市民の皆様には、日頃から市議会に対し御理解と御協力をいただき、心より
感謝申し上げます。私たちは、このたび、枚方市議会議長、副議長に就任させ
ていただきました。その職責の重さと使命の大きさを痛感し、身の引き締まる
思いでございます。
３年余りにわたって社会に甚大な影響を与えてきた新型コロナウイルス感染
症は、感染症法上の位置づけが５類に移行されました。街にはにぎわいが戻り
つつあり、人と人との結びつきの大切さを改めて認識しております。
今後も、市と連携、協力し、市民の皆様が安全で安心して生活を送れる日が
一日でも早く迎えられるよう、総力を挙げて取り組むとともに、自然災害、物
価高騰などの社会情勢の変化から市民の生活を守るため、機動的な対応に努め
なければなりません。
本市議会では、災害発生時における議員等の具体的な行動基準「枚方市議会
業務継続計画（BCP）」について、新たな感染症が発生した場合を想定し、同
計画を改定しました。
今後も一層、議決機関としての責任を果たしていくとともに、より市民に信
頼される議会の実現に向けた議会改革の取組を継続的に進め、円滑で公正な議
会運営に全力を尽くしていく決意です。

議
会
は
、
５
月
２３
日
の
本

会
議
で
、
議
員
か
ら
選
ぶ
監

査
委
員
に
、
泉
大
介
議
員
と

田
中
優
子
議
員
の
２
名
を
選

任
す
る
こ
と
に
、
満
場
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

両
議
員
の
主
な
経
歴
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
泉
大
介
議
員

平
成
３１
年
初
当
選
、
現
在

２
期
目
、
大
阪
維
新
の
会

枚
方
市
議
会
議
員
団
所
属
、

４１
歳
。
住
所
は
東
香
里
元
町

１６
番
３４
号
。

市
民
福
祉
常
任
副
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
、
教
育
子
育

て
常
任
委
員
、
予
算
特
別
委

員
な
ど
を
歴
任
。

■
田
中
優
子
議
員

平
成
３１
年
初
当
選
、
現
在

２
期
目
、
公
明
党
議
員
団
所

属
、
５３
歳
。
住
所
は
茄
子
作

１
丁
目
３５
番
８
号
。

教
育
子
育
て
常
任
副
委
員

長
、
総
務
常
任
委
員
、
厚
生

常
任
委
員
、
予
算
特
別
委
員

な
ど
を
歴
任
。

［経歴］
◆藤田幸久議長：平成２３年初当選、現在４期目、公明党議員団所属、６０歳。住所は春
日元町１丁目３０番３５号。監査委員、市民福祉常任委員長、文教常任副委員長、建設
環境常任副委員長、予算特別副委員長などを歴任。
◆八尾善之副議長：平成２３年初当選、現在４期目、連合市民の会所属、５７歳。住所は
池之宮１丁目３１番１０号。監査委員、議会運営委員長、文教常任委員長、議会改革調
査特別委員長、厚生常任副委員長などを歴任。

いずみ だいすけ

泉 大介
た なか ゆう こ

田中 優子

か
ど
か
わ

ひ
ろ
ゆ
き

委
員
長
…

門
川

紘
幸

平
成
３１
年
初
当
選
、
現
在

２
期
目
、
大
阪
維
新
の
会

枚
方
市
議
会
議
員
団
所
属
、

４０
歳
。
住
所
は
中
宮
山
戸
町

１４
番
５０
号
。
教
育
子
育
て
常

任
副
委
員
長
、
議
会
運
営
委

員
な
ど
を
歴
任
。お

く
の

み

か

副
委
員
長
…

奥
野

美
佳

平
成
３１
年
初
当
選
、現
在
２

期
目
、連
合
市
民
の
会
所
属
、

５８
歳
。住
所
は
東
田
宮
１
丁
目

１５
番
６
―
８
０
７
号
。建
設
環

境
常
任
副
委
員
長
、
教
育
子

育
て
常
任
委
員
な
ど
を
歴
任
。

こ
い
け

あ
き
こ

委
員
長
…

小
池

晶
子

平
成
３１
年
初
当
選
、
現
在

２
期
目
、大
阪
維
新
の
会

枚

方
市
議
会
議
員
団
所
属
、
５５

歳
。
住
所
は
南
中
振
１
丁
目

２０
番
１７
―
３
０
１
号
。
市
民

福
祉
常
任
副
委
員
長
、
議
会

運
営
委
員
な
ど
を
歴
任
。

ひ
ろ
せ

副
委
員
長
…

広
瀬
ひ
と
み

平
成
１１
年
初
当
選
、
現
在

７
期
目
、
日
本
共
産
党
議
員

団
所
属
、
５６
歳
。
住
所
は
津

田
駅
前
１
丁
目
７
番
４
号
。

監
査
委
員
、
総
務
常
任
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。

就任の挨拶をする藤田議長
（左後方は妹尾臨時議長）

議
会
は
、
５
月
２３
日
の
本

会
議
で
、
議
会
運
営
委
員
８

名
を
選
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
会
運
営
委
員

会
を
開
き
、
委
員
長
、
副
委

員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

委
員
長
、
副
委
員
長
の
氏

名
と
主
な
経
歴
は
次
の
と
お

り
で
す
。

か

じ

や
と
も
ひ
ろ

委
員
長
…

鍜
治
谷
知
宏

平
成
２３
年
初
当
選
、
現
在

３
期
目
、
大
阪
維
新
の
会

枚
方
市
議
会
議
員
団
所
属
、

５４
歳
。
住
所
は
北
山
１
丁
目

２３
番
５７
号
。
監
査
委
員
、
総

務
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

い
ち
は
ら

あ
け
み

委
員
長
…

一
原

明
美

平
成
３１
年
初
当
選
、
現
在

２
期
目
、
公
明
党
議
員
団
所

属
、
５３
歳
。
住
所
は
上
野
１

丁
目
７
番
１
号
。
総
務
常
任

副
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

な
ど
を
歴
任
。

ま
つ
お
か

副
委
員
長
…

松
岡
ち
ひ
ろ

平
成
２７
年
初
当
選
、
現
在

３
期
目
、
日
本
共
産
党
議
員

団
所
属
、
５６
歳
。
住
所
は
招

提
元
町
３
丁
目
３６
番
３
号
。

監
査
委
員
、
厚
生
常
任
副
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。

に

ふ

ま
こ
と

副
委
員
長
…

丹
生

真
人

平
成
２３
年
初
当
選
、
現
在

４
期
目
、
公
明
党
議
員
団
所

属
、
５７
歳
。
住
所
は
上
島
町

２
番
２０
―
９
０
１
号
。
監
査

委
員
、
総
務
常
任
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。

ば
ん
し
ょ
う

て
る
ひ
と

委
員
長
…

番
匠

映
仁

平
成
３１
年
初
当
選
、
現
在

２
期
目
、
連
合
市
民
の
会
所

属
、
４７
歳
。
住
所
は
出
口
３

丁
目
２
番
２５
―
８
０
７
号
。

建
設
環
境
常
任
副
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
な
ど
を
歴
任
。

お
か
い
ち
え
い
じ
ろ
う

副
委
員
長
…

岡
市
栄
次
郎

平
成
３１
年
初
当
選
、現
在
２

期
目
、大
阪
維
新
の
会

枚
方

市
議
会
議
員
団
所
属
、
４９
歳
。

住
所
は
茄
子
作
３
丁
目
３３
番

３
号
。決
算
特
別
副
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
な
ど
を
歴
任
。

会派等が結成されました （６月２０日現在）

会派とは、主義主張を同じくする３人以上の所属議員を有する団体をいいま
す。本市議会は、４月の統一地方選挙後、下表の会派等で構成されています。

会派等は、結成順に掲載。（ ）は会派等の略称、○印は代表者。

議
会
日
誌

５月
５
月
開
会
議
会

１９
日
…
本
会
議
（
第
１
日
）

議
長
・
副
議
長
を
選
出

２３
日
…
本
会
議
（
第
２
日
）

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

そ
の
他
の
議
会
役
員
の
選

出
等

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を

可
決

２３
日
…
総
務
・
教
育
子
育
て
・

市
民
福
祉
・
建
設
環
境
常

任
委
員
会

委
員
長
・
副
委
員
長
の
互

選
等

２３
日
…
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
・
副
委
員
長
の
互

選
等

会 派 等 の 名 称 所 属 議 員 名

自由民主党議員団
（自 由） ○田 口 敬 規 漆 原 周 義 松 本 佑 介

日本共産党議員団
（共 産）

○堤 幸 子 広瀬ひとみ 松岡ちひろ
三 和 智 之

連 合 市 民 の 会
（連 合）

○野 村 生 代 八 尾 善 之 奥 野 美 佳
番 匠 映 仁 大津真沙樹

大 阪 維 新 の 会
枚方市議会議員団
（維 新）

○鍜治谷知宏 小 池 晶 子 門 川 紘 幸
泉 大 介 岡市栄次郎 妹 尾 正 信
大 濱 暢 祐 佐田あゆ美 志 甫 直 哉
高 野 寿 陛

公 明 党 議 員 団
（公 明）

○丹 生 真 人 大 地 正 広 藤 田 幸 久
田 中 優 子 一 原 明 美 千 葉 雅 民
東 実名子 峠 賢 一

自由民主党枚方創政会
（創 政） 前 田 富 枝 長 友 克 由

その他 ５ 年 度
補正予算

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

聴

取

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決
－ － － － － － － ２
－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の
制 定
・
令
和
５
年
６
月
に
支
給
す
る
市
長
等
の
期
末
手
当
に
関
す
る
特
別

措
置
条
例
の
制
定

可

決
－
○
○
○
○
○
○

議
決
結
果
一
覧

掲載面
自 由
共 産
連 合
維 新
公 明
創 政

・
藤
田
幸
久
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）
は
、
議
決
当
時
、
議
長
と
し
て
の
立
場
上
、
採
決
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。



枚
方
議
会

２
面

０
７
０
１
０
２

井
❶
井
❷
井
❸
井
❹
井
❺
井
❻
井
❼
井

議 会 運 営 委 員 会各 派 代 表 者 会 議議会広報委員会
各会派間の連絡、調整及

び協議を行うために設置し
ています。

議会報の編集及び発行並
びにその他議会広報に関す
る事項を協議するために設
置しています。

議会の円滑な運営と能率
的な議事の進行を図るため
に設置しています。
委 員 長 … 鍜治谷 知 宏
副委員長 … 丹 生 真 人
委 員 … 田 口 敬 規

広 瀬 ひとみ
野 村 生 代
小 池 晶 子
岡 市 栄次郎
田 中 優 子

議 長 … 藤 田 幸 久
副 議 長 … 八 尾 善 之
代 表 者 … 田 口 敬 規

堤 幸 子
野 村 生 代
鍜治谷 知 宏
丹 生 真 人

委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

委 員 長 … 藤 田 幸 久
副委員長 … 八 尾 善 之
委 員 … 松 本 佑 介

三 和 智 之
大 津 真沙樹
小 池 晶 子
峠 賢 一 かどかわ ひろゆき

門川 紘幸
おく の み か

奥野 美佳
こ いけ あき こ

小池 晶子
ひろ せ

広瀬ひとみ
一
部
事
務
組
合
等
へ
の

派
遣
議
員

○
大
阪
府
都
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会

（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
関
す
る
事
務
を
府
内
１６

市
で
共
同
し
て
処
理
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ

た
一
部
事
務
組
合
の
議
会
）

田
口
敬
規

○
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
議
会

（
自
治
体
消
防
に
関
す
る
事
務
を
寝
屋
川
市

と
共
同
し
て
処
理
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た

一
部
事
務
組
合
の
議
会
）

松
本
佑
介

広
瀬
ひ
と
み

大
津
真
沙
樹

野
村
生
代

前
田
富
枝

高
野
寿
陛

志
甫
直
哉

峠

賢
一

丹
生
真
人

○
淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合
議
会

（
淀
川
左
岸
の
水
防
に
関
す
る
事
務
を
府
内

８
市
で
共
同
し
て
処
理
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
た
一
部
事
務
組
合
の
議
会
）

田
口
敬
規

○
北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
組
合
議
会

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
資
源
化
に
関
す
る
事
務
を
北

河
内
４
市
で
共
同
し
て
処
理
す
る
た
め
に
組

織
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
の
議
会
）

漆
原
周
義

松
岡
ち
ひ
ろ

番
匠
映
仁

泉

大
介

千
葉
雅
民

○
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
議
会

（
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
施
設
の
設
置
に
関

す
る
事
務
を
京
田
辺
市
と
共
同
し
て
処
理
す

る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
の
議

会
）

漆
原
周
義

広
瀬
ひ
と
み

大
津
真
沙
樹

長
友
克
由

妹
尾
正
信

佐
田
あ
ゆ
美

大
地
正
広

○
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
事
務
を

府
内
の
全
市
町
村
で
共
同
し
て
処
理
す
る
た

め
に
組
織
さ
れ
た
広
域
連
合
の
議
会
）

松
本
佑
介

そ
の
他
の
委
員
等

○
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

大
濱
暢
祐

千
葉
雅
民

○
枚
方
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

松
本
佑
介

堤

幸
子

奥
野
美
佳

岡
市
栄
次
郎

東

実
名
子

○
枚
方
市
病
院
事
業
運
営
審
議
委
員
会
委
員

田
口
敬
規

三
和
智
之

奥
野
美
佳

門
川
紘
幸

東

実
名
子

○
片
町
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟
会
会
員

高
野
寿
陛

藤
田
幸
久

○
淀
川
左
岸
治
水
促
進
期
成
同
盟
委
員

藤
田
幸
久

委

員

委

員

まつもと ゆうすけ

松本 佑介
つつみ さち こ

堤 幸子
の むら いく よ

野村 生代
まえ だ とみ え

前田 富枝

や お よしゆき

八尾 善之
し ほ なお や

志甫 直哉
おおはま ようすけ

大濱 暢祐
か じ や ともひろ

鍜治谷知宏

ひがし み な こ

東 実名子
ふじ た ゆきひさ

藤田 幸久
ち ば まさひと

千葉 雅民
に ふ まこ と

丹生 真人

＜主な所管事項＞＜主な所管事項＞
危機管理、市民相談、広報、人権政策、男女
共同参画、市民活動、総合計画、財政、行政
改革、情報化、市駅周辺再整備、統計、契約、
商工業、農業、文化財、スポーツなど

子ども・青少年施策、社会教育、通学区域の
指定、学校規模等の適正化、学校給食、学校
教育、教職員、留守家庭児童会室、図書館な
ど一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３７
億
９
１
５
７
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
補
正
は
、
財
政
調

整
基
金（
＊
１
）繰
入
金
１６
億

９
１
５
７
万
円
、
決
算
見
込

み
に
基
づ
く
前
年
度
繰
越
金

２１
億
円
の
増
額
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
等

に
対
す
る
副
食
費
支
援
事
業

費
（
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食

費
負
担
の
増
額
を
抑
制
す
る

た
め
の
支
援
）
…
６
３
５
万

円▼
小
規
模
事
業
者
支
援
金
給

付
事
業
費
（
市
内
の
小
規
模

事
業
者
に
緊
急
支
援
金
１０
万

円
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
）

…
６
億
８
０
０
０
万
円

▼
省
エ
ネ
家
電
買
い
換
え
促

進
事
業
費
（
市
内
店
舗
で
の

エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
テ
レ

ビ
等
の
買
換
え
費
用
を
購
入

金
額
に
応
じ
て
１
〜
３
万
円

補
助
）
…
２
億
６
４
８
５
万

円※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

省
エ
ネ
家
電
買
換
え
促
進

利
便
性
等
向
上
の
た
め

Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
組
を

質
問

４
年
度
に
実
施
し
た

省
エ
ネ
家
電
買
い
換
え
促
進

事
業
は
好
評
で
あ
っ
た
一
方
、

紙
で
の
申
込
み
や
添
付
書
類

の
準
備
が
大
変
だ
っ
た
と
い

う
。事
業
継
続
に
当
た
り
、ど

う
改
善
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

な
お
、
市
民
の
利
便
性
等

向
上
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ（
＊
２
）

推
進
の
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

４
年
度
の
課
題
を
検

証
し
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

電
子
申
込
み
も
可
能
と
す
る

な
ど
、業
務
効
率
化
を
図
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

交
付
金
を
最
大
限
活
用
し

市
独
自
施
策
を

質
問

国
の
物
価
高
克
服
へ

の
追
加
策
を
踏
ま
え
た
市
の

補
正
額
は
約
１７
億
円
だ
が
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
限

度
額
は
約
９
億
円
と
乖
離
額

が
大
き
い
。
考
え
を
聞
く
。

な
お
、
今
後
も
交
付
金
を

最
大
限
活
用
し
、独
自
施
策
な

ど
必
要
な
対
応
を
要
望
す
る
。

答
弁

市
民
・
事
業
者
負
担

軽
減
の
た
め
、今
回
の
交
付
金

対
象
外
の
水
道
料
金
減
免
分

を
計
上
し
た
。当
該
分
は
、別

途
交
付
金
活
用
を
想
定
し
て

予
算
措
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
立
保
育
園
等
の
給
食
費
支
援

保
護
者
負
担
の
軽
減
へ

保
育
料
含
む
完
全
無
償
化
は

質
問

私
立
保
育
園
等
で
給

食
費
を
実
費
徴
収
さ
れ
て
い

る
保
護
者
に
と
っ
て
、
物
価

高
騰
に
よ
る
価
格
引
上
げ
分

の
支
援
を
受
け
て
も
、
従
来

の
負
担
が
続
く
だ
け
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
、保

育
料
を
含
め
た
完
全
無
償
化

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
独
自
の
取
組
と
し

て
、
年
齢
や
所
得
に
関
わ
ら

ず
第
２
子
以
降
の
保
育
料
等

の
免
除
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
、負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
く
。

小
規
模
事
業
者
支
援
金
給
付

対
象
約
６
０
０
０
事
業
者

積
極
的
な
周
知
を

質
問

小
規
模
事
業
者
支
援

金
給
付
の
対
象
事
業
者
は
多

く
、
周
知
方
法
が
課
題
と
な

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
方
法

と
、
申
請
が
想
定
を
超
え
た

場
合
の
対
応
を
聞
く
。

な
お
、
事
業
者
に
確
実
に

情
報
が
届
く
よ
う
、
積
極
的

な
周
知
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
支
援
金
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、
積
極

的
な
周
知
を
行
う
。
ま
た
、

申
請
が
想
定
を
超
え
た
場
合

で
も
確
実
に
支
援
が
届
く
よ

う
必
要
な
対
応
を
検
討
す
る
。

小
規
模
事
業
者
支
援
金
給
付

止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰
の
中

現
状
の
把
握
と
支
援
を

質
問

従
前
の
物
価
高
騰
等

に
対
す
る
支
援
事
業
の
対
象

外
で
あ
っ
た
事
業
者
に
向
け
、

市
独
自
で
支
援
金
を
給
付
す

る
と
い
う
。
こ
の
事
業
を
機

に
、
止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰

に
苦
し
む
事
業
者
の
現
状
を

把
握
し
、
支
援
に
向
け
て
真

に
必
要
な
も
の
は
何
か
を
把

握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

支
援
金
を
き
っ
か
け

に
必
要
な
支
援
へ
結
び
つ
け

ら
れ
る
よ
う
、
協
定
を
結
ん

で
い
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、

実
態
把
握
に
努
め
る
。

省
エ
ネ
家
電
買
換
え
促
進

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ

様
々
な
支
援
の
検
討
を

質
問

省
エ
ネ
家
電
買
い
換

え
促
進
事
業
に
お
け
る
４
年

度
の
実
績
と
効
果
を
聞
く
。

な
お
、
家
庭
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２

削
減
へ
向
け
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
へ
の
買
換
え
等
様
々
な
支

援
の
検
討
と
、
同
事
業
の
速

や
か
な
周
知
を
要
望
す
る
。

答
弁

４
年
度
は
２
５
３
３

世
帯
へ
補
助
を
行
っ
た
。
本

事
業
を
き
っ
か
け
に
省
エ
ネ

性
能
が
高
い
製
品
へ
の
買
換

え
を
市
民
全
体
に
広
げ
、
地

球
温
暖
化
対
策
へ
と
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

省
エ
ネ
家
電
買
換
え
促
進

４
年
度
の
課
題
を
検
証
し

申
込
書
を
分
か
り
や
す
く

質
問

４
年
度
の
省
エ
ネ
家

電
買
い
換
え
促
進
事
業
は
、

申
込
書
の
書
き
方
が
分
か
り

に
く
か
っ
た
、
補
助
金
を
受

け
取
る
ま
で
相
当
の
時
間
を

要
し
た
と
聞
く
。
課
題
を
改

善
す
る
た
め
電
子
申
込
み
の

導
入
は
も
と
よ
り
、記
入
項
目

や
チ
ェ
ッ
ク
欄
自
体
を
減
ら

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

電
子
申
込
み
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
紙
の
申
込

書
に
つ
い
て
も
、
記
入
項
目

等
を
可
能
な
限
り
削
減
す
る

な
ど
、様
式
を
簡
素
化
す
る
。

委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

いちはら あけ み

一原 明美
まつおか

松岡ちひろ
ばんしょう てるひと

番匠 映仁
おかいちえい じ ろう

岡市栄次郎
委

員

委

員

た ぐち よしのり

田口 敬規
おお つ ま さ き

大津真沙樹
うるしはら ちかよし

漆原 周義
み わ ともゆき

三和 智之

ながとも かつよし

長友 克由
さ た み

佐田あゆ美
たか の ひさのり

高野 寿陛
せの お まさのぶ

妹尾 正信

いずみ だいすけ

泉 大介
おお じ まさひろ

大地 正広
とうげ けんいち

峠 賢一
た なか ゆう こ

田中 優子

＜主な所管事項＞＜主な所管事項＞
戸籍、国民健康保険、後期高齢者医療、国民
年金、医療助成、市税、保健、医療、高齢者
福祉、介護保険、生活保護、障害者福祉、保
健所、市立ひらかた病院など

環境施策、生活環境、ごみの処理、都市政策、
市街地の整備、住宅、市有建築物の整備、開
発指導、道路、交通、公園、緑化、河川、水
道、下水道など

＊
１

財
政
調
整
基
金
…
年

度
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の

基
金
の
こ
と
。
財
源
に
余
裕

の
あ
る
年
度
に
積
立
て
を
行

い
、
災
害
の
発
生
な
ど
不
測

の
事
態
に
よ
る
支
出
や
減
収

分
の
補
塡
、
緊
急
性
の
高
い

大
規
模
な
建
設
事
業
の
経
費

等
に
充
て
る
。

＊
２

Ｄ
Ｘ
（D

igital
Transform

ation

）…

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の

生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り

よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」

と
い
う
概
念
で
、
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
駆
使

に
よ
っ
て
既
存
の
枠
組
み
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
。

七
夕
に
ち
な
み
、
今
年
も

交
野
市
の
産
業
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
お
り
ひ
め
ち
ゃ
ん
」

に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
短
冊
に
ど
ん
な

願
い
を
込
め
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
主
に
議

会
報
の
編
集
、
発
行
を
行
っ

て
き
た
「
議
会
報
編
集
委
員

会
」の
名
称
を
こ
の
度
、「
議

会
広
報
委
員
会
」
に
変
更
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
紙
面
だ

け
で
な
く
、
動
画
配
信
な
ど

を
通
し
て
、
議
会
や
議
員
の

活
動
を
よ
り
広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
今
回
、
そ
の
第

一
弾
と
し
て
、
議
員
の
人
と

な
り
や
抱
負
な
ど
を
紹
介
す

る
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
御
覧
の
上
、
ク
オ
カ
ー

ド
が
当
た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ

た
ん
き
ゅ
う

ー
「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」
（
１
面

参
照
）に
御
応
募
い
た
だ
き
、

紙
面
や
動
画
に
関
す
る
御
意

見
、
御
感
想
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

新
委
員
一
同
、
今
後
も
よ

り
一
層
、
議
会
活
動
の
発
信

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

※委員、派遣議員等の氏名は議席番号順です（各派代表者会議の代表者は会派結成順）。枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。
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